
第 1章 県民の幸福感の現状～属性別にみた姿～                     
 

みえ県民意識調査研究レポート(平成25年度) 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 
県民の幸福感の現状 
～属性別にみた姿～ 



第 1章 県民の幸福感の現状～属性別にみた姿～                     
 

みえ県民意識調査研究レポート(平成25年度) 4 







第 1章 県民の幸福感の現状～属性別にみた姿～                     
 

みえ県民意識調査研究レポート(平成25年度) 7 

6.79 6.84 6.72 6.49 6.83
7.17

6.39
6.68

0

2

4

6

8

10

農林
水産業

自営業・
自由業

正規職員 ﾊ゚ ﾄー･
ﾊ゙ｲﾄ･
派遣

学生 専業主婦
・主夫

無職 県平均

点

(0.12)(0.29) (0.19) (0.03) (0.10) (0.25)
(0.13)

(0.16)

5.93
6.79 6.74 6.75 6.68

0

2

4

6

8

10

単独
世帯

一世代
世帯

二世代
世帯

三世代
世帯

県平均

点

(-0.06)
(0.05) (0.24) (-0.07) (0.12)

5.70

6.93
5.98

6.68

0

2

4

6

8

10

未婚 有配偶 離別・死別 県平均

点

(-0.07)

(0.15)

(-0.12)

(0.12)

 

３ 職業別          図表1-2-4 幸福感（職業別） 

  県平均より、専業主婦・ 

主夫の方の幸福感が高く、 

パート・アルバイト・派遣 

社員などの方と無職の方の 

幸福感が低くなっています 

（図表1-2-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 配偶関係別                    図表1-2-5 幸福感（配偶関係別） 

  前回調査と比べ、有配偶の方は幸福感が高く 

なった一方、未婚と離別・死別の方は平均値が 

低くなっており、有配偶の方と未婚や離別・死別 

の方の幸福感の差は大きくなっています（図表 

1-2-5）。 

 
 （備考）有配偶は前回調査との差について統計的に有意(危険率 
5%未満）です。 

 

 

 

 

 

 

５ 世帯類型別               図表1-2-6 幸福感（世帯類型別） 

  単独世帯の幸福感が県平均より低くなって 

います（図表1-2-6）。 

 
 （備考）今回調査では、前回調査で質問した世帯類型に 
代えて同居の家族について質問しています。そこで 
前回調査との比較を行うため、同居の家族に関する 
質問の回答の組み合わせにより、世帯類型を判断し 
ています。 

    （例）配偶者のみ･･･一世代世帯 
配偶者と親･･･二世代世帯 

        配偶者、子、孫･･･三世代世帯 
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第３節 幸福感の二以上の属性クロス分析 

 

個々人の幸福感はさまざまであり、多くの要素と関係性があると考えられます。そこで、県民の幸福

感の特徴や傾向をより詳細に把握するため、属性（性、年齢、職業、配偶関係、世帯類型、本人の年収、

子どもの有無、地域）を２（必要に応じて３以上）組み合わせてクロス分析を行いました。 

二属性の組み合わせは下記の56通り（重複分を除くと28通り）あり、ここでは特徴的な傾向が見ら

れた属性の組み合わせについて記載しています。 

なお、全ての２属性クロス集計データは別冊のデータ集2～5頁に掲載したほか、グラフは以下の頁

に掲載しています。その他の詳細集計については別冊のデータ集の22頁以降に掲載しています。 

 

組み合わせ 全てのグラフ掲載 組み合わせ 全てのグラフ掲載 

地域 ×性別 配偶関係 ×地域 

×年齢 ×性別 

×職業 ×年齢 

×配偶関係 ×職業 

×世帯類型 ×世帯類型 

×本人の年収 ×本人の年収 

×子どもの有無 

（別冊 データ集 

6～7㌻） 

×子どもの有無 

（別冊 データ集 

14～15㌻） 

性別 ×地域 世帯類型 ×地域 

×年齢  ×性別 

×職業  ×年齢 

×配偶関係  ×職業 

×世帯類型 ×配偶関係 

×本人の年収 ×本人の年収 

×子どもの有無 

（別冊 データ集 

8～9㌻） 

×子どもの有無 

（別冊 データ集 

16～17㌻） 

年齢 ×地域 本人の年収×地域 

×性別  ×性別 

×職業 ×年齢 

×配偶関係 ×職業 

×世帯類型 ×配偶関係 

×本人の年収  ×世帯類型 

×子どもの有無  

（別冊 データ集 

10～11㌻） 

×子どもの有無 

(別冊 データ集 

18～19㌻) 

職業 ×地域 子どもの有無×地域 

×性別  ×性別 

×年齢 ×年齢 

×配偶関係 ×職業 

×世帯類型 ×配偶関係 

×本人の年収 ×世帯類型 

×子どもの有無 

（別冊 データ集 

12～13㌻） 

×本人の年収 

（別冊 データ集 

20～21㌻) 
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３ 性・職業・配偶関係別に見た幸福感の特徴 
 

県民の皆さんの幸福感を性・職業別に見ると、男性のパート・アルバイト・派遣社員など及び無職の

方の幸福感が低く、女性では専業主婦の方の幸福感が高くなっています。 

さらに、性・職業・配偶関係別に見ると、有配偶の女性で自営業・自由業及び正規職員の方の幸福感

の平均値は専業主婦の方よりも高くなっています（図表1-3-7）。 

また、未婚男性のパート・アルバイト・派遣社員などの方の幸福感は低くなっています。 

なお、正規職員であっても未婚の場合、男女とも幸福感は低く、前回調査よりも0.3ポイント以上低

くなっています（図表1-3-8）。 

 

図表1-3-7 幸福感（性・職業別） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

図表1-3-8 幸福感（性・職業・配偶関係別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （参考）１．未婚と有配偶の右側の数字はサンプル数です。 
     ２．農林水産業、その他の職業、学生、専業主婦・主夫、無職についてはサンプル数が少ない等の理由により表示し

ていません。 
 

詳細データは別冊のデータ集25㌻ 
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２ 幸福感を判断する際に重視した事項と幸福感との関係 
 

幸福感を判断する際に重視した事項について、選択した（重視する）人の幸福感の平均値と、選択し

なかった（重視しない）人の幸福感の平均値を比較したところ、「家計の状況」と「政治、行政」を除

き、選択した（重視する）人の平均値が選択しなかった（重視しない）人の平均値より高くなっていま

す。最も差が大きいのは、「家族関係」で、選択した（重視する）人が7.07点で、選択しなかった人（5.79

点）より1.28点高くなっています。 

 一方、「家計の状況」と「政治、行政」は選択した（重視する）人の平均値が選択しなかった（重視

しない）人の平均値より低く、特に「政治、行政」は選択した（重視する）人の平均値（5.51点）が、

選択しなかった（重視しない）人の平均値（6.79点）より1.28点低くなっています（図表1-4-2）。 
 
図表1-4-2 幸福感を判断する際に重視した事項を選択した（重視する）人と選択しない（重視しない）人の幸福感の平均値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

詳細データは別冊のデータ集38㌻ 
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